
 

 

 

ラグビー 

校長 森 健太郎 

９月９日未明、千葉県に上陸した台風１５号は甚大な被害をもたらしました。９日は横浜

市内の公立学校はすべて休校になり、本校も朝出勤してみると至る所に爪痕が見受けられま

した。校舎内には多数雨漏りが見られ、特に体育館は吹きつけのために水たまりができてい

るほどでした。吹き飛ばされた枝葉が校内に散乱し、特に驚いたのが、校舎裏にある物置が

吹き飛ばされ玄関脇に横倒しになっていることでした。出勤した職員全員で、水取りや校内

の掃除、物置を元の位置に戻すなど、午前中いっぱいかかって何とか翌日授業ができる状態

に回復することができました。学区内では停電は無かったそうですが、私の住んでいる鶴見

では午前３時頃から正午まで停電となってしまいました。我が家では幸い水道は使えたの

で、水の確保、明かりはランタン、お湯はカセットコンロで何とかなりましたが、２週間以

上停電になってしまった千葉県での被害は想像を絶するものだったと思います。いざという

ときの準備が必要であることを改めて認識した台風被害でした。今後もまたやってくるかも

しれません。皆さんもいざというときの備えは万全にしてください。 

夏休み以降１，２年生を中心に練習に取り組んでいた運動部は、そろそろ新人戦が始まる

頃です。練習の成果を十分に発揮できることを祈っています。 

現在日本ではワールドカップラグビーが開催されています。日本チームは初戦に続き世界

ランキング２位のアイルランドに勝利し大変盛り上がっています。ラグビーに関するニュー

スはたくさん報道されていますが、いくつか紹介します。ラグビーの発祥は１９世紀、イン

グランドラグビー高校でフットボールの試合中にエリス選手がボールを持ったまま相手ゴ

ールに走ったことにあると言われています。相手のゴールラインを超えてボールを押さえる

「トライ」で５点が入りますが、昔は点数が入らず、ボールをキックしゴールする挑戦権が

与えられる意味で「トライ」となったそうです。トライ後のコンバージョンキックが２点、

ペナルティゴール、ドロップゴールが３点と、一見複雑な点数ですが、１点を巡る攻防が楽

しめるものになっています。日本では試合終了を「ノーサイド」と言われますが、試合が終

われば敵味方関係なく、お互いをたたえ合う意味であることは有名な話です。ラグビー用語

に「One for all, All for one」「一人はみんなのために、みんなは一人のために」があります。

以前私が担任をしていたときにクラス生徒がちょうど４０人だったので、for を four に変え

てクラス目標にしたことがありました。「One for all, All for one」の意味は 「一人はみん

なのために、みんなは一つの目的のために」という意味もあるそうです。これから開催され

る合唱コンクールに向けて、各クラス練習に取り組んでいます。「クラス一人一人が合唱コ

ンクールのためにみんなで頑張ろう」とも、とれそうです。各クラス素晴らしい合唱が聴け

ることを楽しみにしています。 
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